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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】片手が自由に使えるように、杖と長傘が一体型
になる杖付長傘を提供する。
【解決手段】長傘２の軸の一部及び柄に、収納室３を設
ける。収納室３に杖１の柄を除く部分を収納することに
より一体型になる杖付長傘を特徴とする。高齢者が、杖
と長傘を別々に両手に持つ場合は、両手がふさがり転倒
の危険性が高いので精神的苦痛を伴い、杖と長傘を一体
型にすることにより片手が使えて、安全な歩行が可能に
なる。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
長傘（２）の軸及び柄に収納室（３）を設け、当該杖収納室（３）に杖（１）を収めた一
体型を特徴とする杖付長傘。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、長傘の軸及び柄の部分に収納室を設け、杖の一部を収納した杖付長傘に関す
るものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、杖と長傘は別々になっていた。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　高齢者が、杖と長傘を別々に両手に持つ場合は、両手がふさがり転倒の危険性が高いの
で精神的苦痛を伴う。従って、杖と長傘を一体型にすることにより片手が使えて、安全な
歩行が可能になり、前述の欠点を解決しようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　長傘（２）の軸の一部及び柄に、杖（１）の柄を除く部分を収納室（３）に収納するこ
とにより一体型になる杖付長傘。
【考案の効果】
【０００５】
　雨が降っていない時は、杖と長傘が一体型になっているので、片手が自由に使えて安全
な歩行が可能になり、前述の欠点を解決しようとするものである。今後の日本の高齢化社
会ということを考え合わせると非常に有用なものであると考える。
【考案を実施するための最良の形態】
【０００６】
　以下、本考案を実施するための最良の形態について説明する。
　長傘（２）の柄及び軸の一部に収納室（３）を設ける。
　杖（１）の柄を除く部分を長傘（２）の収納室（３）に差込み、固定して一体型とする
。
　本考案は、以上のような構造である。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】　本考案の断面図である。
【図２】　本考案の側面図である。
【図３】　本考案の側面図である。
【図４】　本考案の側面図である。
【符号の説明】
【０００８】
１　杖
２　長傘
３　収納室
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